
庄
内
交
通
の
路
線
バ
ス

「
鶴
岡
ー
清
川
線
」
が
３

月

日
で
廃
止
さ
れ
、
新

31
た
な
「
藤
島
地
域
公
共
交

通
」
が
４
月
１
日
発
足
。

藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
で
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。、

運
行
を
は
じ
め
た
の
は

ふ
じ
つ
る
号
、
ふ
れ
あ
い

号
、
す
ま
い
る
号
の
３
台

で
す
。

ふ
じ
つ
る
号
は
「
路
線

、

定
期
運
行
（
予
約
な
し
の

」

定
時
定
路
線
、）

ふ
れ
あ
い
号
は
、
藤
島

南
部
地
域
、
す
ま
い
る
号

は
藤
島
北
部
地
域
の
デ

、

「

マ
ン
ド
運
行
（
予
約
制
）

」

で
す
。

デ
マ
ン
ド
か
ら
鶴
岡
市

街
地
行
き
は
、
ふ
じ
つ
る

号
に
「
乗
換
」
と
な
り
ま

す
。乗

換
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
藤

島
駅
と
幕
野
内
で
す
。

ふ
じ
つ
る
号
は
「
鶴
岡

、

ー
清
川
線
」
の
代
替
と
な

り
、

人
乗
り
（
乗
客
９

10

人
）
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
車
両
を
使
用
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
運
行
は
、
５

人
乗
り
（
乗
客
４
人
）
の

小
型
タ
ク
シ
ー
で
す
。

運
航
日
は
、
路
線
定
期

運
行
が
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
、

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、

祝
日
と
年
末
年
始
は
休

業
し
ま
す
。

運
行
本
数
は
、

路
線
定
期
運
行
が
、
上

り
２
便
、
下
り
２
便
、

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
往

路
（
行
き
）
４
便
、
復
路

（
帰
り
）
４
便
で
す
。

運
行
ル
ー
ト
は
、

路
線
定
期
運
行
が
、
京

田
橋
～
Ｊ
Ｒ
藤
島
駅
～
幕

野
内
～
黒
沢
眼
科
～
（
協

立
病
院
）
ま
で
の

停
留

25

所
、鶴

岡
協
立
病
院
は
、
予

約
が
必
要
で
、
予
約
が
な。

い
場
合
は
運
行
し
ま
せ
ん

デ
マ
ン
ド
運
行
が
、
藤

島
市
街
地
と
乗
換
場
所
ま

で
、
長
沼
・
八
栄
島
地
区

は
、
三
川
ル
ー
ト
（
火
曜

日
と
庄
内
町
ル
ー
ト
木

）

（

曜
日
）
を
設
定
。

運
賃
は
、

路
線
定
期
運
行
が
、
ゾ

ー
ン
料
金
制
（
１
０
０
円

～
３
０
０
円
）
で
、
障
害

者
と
小
学
生
は
半
額
、
小

学
生
未
満
は
無
料
（
保
護

者
の
同
伴
必
要
、
高
校
生

）

に
通
学
定
期
券
も
設
定
、

庄
内
交
通
の
高
齢
者
割
引

（

）

定
期
券
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
運
行
は
、
各

地
区
内
と
藤
島
市
街
地
及
（

び
庄
内
町
、
三
川
町
）
に

分
け
、
２
０
０
円
～
５
０

０
円
。

運
営
主
体
を
地
元
住
民

と
し
、
協
議
会
に
地
元
負

（

）

担
金
１
世
帯
２
０
０
円

を
設
定
し
ま
し
た
。

2025年 月 日４ ６
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（月２００円程度）
3月 36人 24,510円
2月 31人 28,340円

藤
島
に
新
た
な
地
域
公
共
交
通
が
発
足

定
期
運
行
の
ふ
じ
つ
る
号
、
デ
マ
ン
ド
の
ふ
れ
あ
い
号
と
す
ま
い
る
号

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

幼
い
頃
の
遊
び
唄

９

八
色
木
の
日
向
富
さ
ん

に
よ
る
、
大
正
・
昭
和
初

期
の
幼
い
頃
の
遊
び
唄
⑨

成
田
信
一
藤
島
地
域
公
共

交
通
運
営
協
議
会
会
長

皆
川
治
鶴
岡
市
長

富
樫
透
庄
内
町
長

ジャンボタクシーのふじつる号



藤
島
地
域
遺
族
会
連
合

会
（
会
長
安
藤
正
春
）
か

ら
「
解
散
の
お
知
ら
せ
」

、
の
文
書
が
、
３
月

日
付

14

で
地
元
議
員
に
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

「

、

当
会
は
会
員
数
の
減
少

高
齢
化
や
役
員
の
な
り
手

、

、

不
足
に
よ
り
会
の
継
続

維
持
管
理
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
、
令
和
７
年
３
月

日
を
も
っ
て
解
散
す
る

31こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
。

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
別
弔
慰
金

戦
没
者
ら
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金

万
円

55

を
支
給
す
る
改
正
戦
没
者

遺
族
特
別
弔
慰
金
支
給
法

が
３
月

日
、
成
立
。

31

対
象
は
、
恩
給
法
の
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
戦
没

者
ら
の
き
ょ
う
だ
い
や
子

で
、
最
も
関
係
の
近
い
１

人
。

、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

約

万
人
が
支
給
対
象
と

57
な
る
見
込
み
。

弔
慰
金
は
戦
後

年
の

20

１
９
６
５
年
か
ら

年
ご

10

と
に
支
給
し
、
今
回
は
２

０
１
５
年
よ
り
５
万
円
増

額
し
、
額
面

万
５
０
０

27（

）

０
円
の
国
債
５
年
償
還

を
２
回
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
後

年
が
経
過
し
、

80

戦
没
者
ら
の
き
ょ
う
だ
い

や
子
ど
も
が
既
に
亡
く
な

り
、
受
給
権
が
喪
失
し
て

い
る
家
庭
が
増
え
て
い
ま

す
。鶴

岡
市
に
お
け
る
戦
没

■

は
、

者
数

鶴
岡
地
区
：
２
６
２
５
柱

藤
島
地
区
：

５
４
２
柱

羽
黒
地
区
：

４
３
２
柱

櫛
引
地
区
：

４
２
５
柱

朝
日
地
区
：

３
４
１
柱

温
海
地
区
：

５
６
５
柱

４
９
３
０
柱

合
計
：

（

（

）

護
国
神
社
荘
内
神
社

に
祀
ら
れ
て
い
る
数
（
市

福
祉
課
地
域
福
祉
係
）

墓
誌
の
撰
文
は
高
原
謙

二
郎
で
あ
る
。

氏
は
老
農
で
あ
っ
た
の

で
京
都
府
職
員
に
招
か
れ

福
岡
農
法
を
講
じ
、
ま
た

県
会
議
員
に
な
り
、
大
野

村
長
も
務
め
た
地
域
の
優

れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

当
地
で
は
分
か
ら
な
い

家
族
関
係
な
ど
が
記
さ
れ

て
お
り
、
私
達
に
と
っ
て

貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

や
っ
と
出
た
解
散
命
令

朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
に

「
今
日
は
何
の
日
」
と
言

う
時
間
が
あ
っ
て
、
歴
史

上
の
出
来
事
が
伝
え
ら
れ

ま
す
が
「
歴
史
人
」
と
言

、

う
月
刊
誌
が
あ
っ
て
、
そ

の
付
録
で
あ
る
暦
に
、
ラ

ジ
オ
番
組
の
よ
う
に
、
そ

の
日
の
出
来
事
が
一
件
書

い
て
あ
る
ん
で
す
。

▲
そ
れ
の
３
月

日
に
江

24

戸
時
代
の
人
で
ワ
イ
ロ
政

治
で
名
前
の
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
田
沼
意
次
。
彼
の

お
き
つ
ぐ

長
男
の
田
沼
意
知
が
こ
の

お
き
と
も

日
殿
中
で
切
ら
れ
た
と
い

う
。
こ
の
傷
が
元
で
彼
は

命
を
落
と
す
ん
で
す
が
、

忠
臣
蔵
の
浅
野
内
匠
頭
の

あ

さ
の
た
く

み
の
か
み

よ
う
に
即
日
切
腹
さ
せ
ら、

れ
た
佐
野
政
言
と
言
う
人

ま
さ
こ
と

「

」

世
間
か
ら
世
直
し
明
神

と
呼
ば
れ
た
と
あ
っ
た
。

▲
そ
ん
な
こ
と
か
ら
思
っ

た
の
が
、
２
年
が
過
ぎ
て

も
裁
判
が
始
ま
ら
な
い
安

倍
晋
三
元
首
相
の
命
を
奪

っ
た
男
。
旧
統
一
教
会
あ

る
が
ゆ
え
に
苦
労
さ
せ
ら

次
男
だ
っ
た
が
長
男
が

早
世
し
家
を
嗣
い
だ
。
そ

の
た
め
老
農
と
思
わ
れ
る

父
か
ら
農
業
を
よ
く
仕
込

ま
れ
、
農
法
の
理
論
と
技。

を
磨
き
熱
心
に
研
究
し
た

『
墓
誌
』
も
「
最
モ
犂

術
ニ
長
ス
。
明
治
二
十
年

十
一
月
静
岡
県
農
業
技
師

ニ
聘
セ
ラ
ル
」
と
記
録
す

。

る
。さ

ら
に
「
同
年(

明
治
二

十
年)

十
月
福
岡
県
勧
業
試

験
場
ニ
奉
職
ス
。
勤
務
中

賞
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
数
回
、

君
ノ
此
場
ニ
在
ル
ヤ
農
学

ノ
講
話
ヲ
開
キ
実
地
ニ
施

シ
、
大
ニ
感
覚
ス
ル
所
ア

リ
」
と
記
す
。

。山
形
県
東
田
川
郡
に
招

聘
さ
れ
る
ま
で
の
４
年
間

に
数
回
農
業
に
関
す
る
賞

を
受
け
、
独
自
の
研
究
を

基
に
し
た
農
学
講
話
会
を

開
き
、
実
技
し
て
み
せ
る

の
で
、
参
加
者
は
大
い
に

感
銘
し
た
と
い
う
。

以
下
原
文
で
あ
る
。

『

、

君
姓
ハ
島
野
名
ハ
嘉
作

筑
紫
郡
大
野
村
山
田
ニ
島

東
田
川
史
跡
物
語

島
野
嘉
作
の
『
墓
誌
』
①

研
究
熱
心

青
山

崇

れ
た
宗
教
２
世
の
彼
等
に

、

「

」

は
正
に
世
直
し
明
神

に
当
た
る
の
で
は

と
。

▲
い
つ
か
も
書
い
た
ん
だ

が
、
殺
人
犯
で
あ
る
獄
中

の
彼
に
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら。

れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
と

▲
そ
ん
な
旧
統
一
教
会
に

田
沼
意
知
の
死
が
関
係
す

る

日
の
次
の
日
、

日

24

25

に
東
京
地
裁
か
ら
解
散
命

令
が
出
た
。
こ
れ
が
決
ま

れ
ば
、
宗
教
団
体
と
し
て

活
動
は
し
て
も
い
い
が
、

法
人
と
し
て
の
資
格
が
無

く
な
る
と
い
う
事
に
。

▲
つ
ま
り
法
人
は
、
関
係

施
設
に
固
定
資
産
税
は
課

税
さ
れ
な
い
特
典
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
無
く
な
る
と

い
う
事
だ
。
ま
～
宗
教
施

設
と
言
う
と
広
大
な
敷
地

だ
か
ら
、
税
額
は
小
さ
く

な
か
ろ
う
と
思
う
よ
ナ
。

▲
し
か
し
、
教
祖
の
お
国

に
は
白
亜
の
も
の
す
ご
い

建
物
が
あ
っ
た
。
日
本
か

ら
何
百
億
円
と
い
う
金
が、

送
ら
れ
た
と
い
う
報
道
は

一
億
円
を
超
え
る
人
も
い

た
と
か
。
今
は
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
か
（
石
川
）

。

野
嘉
平
ノ
次
男
、
嘉
永
二

年(

一
八
四
九)

三
月
十
五

日
生
ル
、
資
性
篤
實
ニ
シ

テ
敏
捷
、
兄
嘉
七
早
世
ス

君
家
ヲ
嗣
グ
、
父
農
事
ヲ

能
ク
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ニ
従

ヒ
研
究
ス
ル
コ
ト
多
年
、

最
モ
犂
術
（
り
ゅ
う
じ
ゅ

つ
：
す
き
）
ニ
長
ス
。
明

治
二
十
年
十
一
月
静
岡
県

農
業
技
師
ニ
聘
セ
ラ
ル
。

同
年
十
月
福
岡
県
勧
業
試

験
場
ニ
奉
職
ス
。
勤
務
中

賞
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
数
回
、

君
ノ
此
場
ニ
在
ル
ヤ
農
学

ノ
講
話
ヲ
開
キ
実
地
ニ
施

シ
、
大
ニ
感
覚
ス
ル
所
ア

リ
』

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

藤
島
地
域
遺
族
会
連
合
会
の
解
散

鶴岡市戦没者追悼式、今年は4月24日


